
校名が決まらないと校章を ジすることができな ずは校名を先に決めたほうが

　が決まるまでの間、他の項目について検討を進めることとした。

（第 2 回）

新小学校開校準備検討委員会 開校行事部会 会議録

開催日時 7 月 10 日 （木） 午後 7 時 30 分 ～ 8 時 35 分

場　所
村民会館

第６会議室
出席者 委員２２名中１８名出席 記録者

教育委員会事務局
竹原雄一

会議の内容

　①校名策定の手順については、次のとおりとすることで部会決定した。
　　村で公募する⇒応募の中から部会で候補を選定する⇒村が候補の中から１つに決定する
　②公募の開始時期は、８月中旬からとし、募集期間は、９月末までとすることとした。
　③応募の範囲は村内に限定せず、広い範囲から募集することとした。広報、ふう太ネット、村公
　　式ウェブサイト等で周知する。
　④応募方法は、専用の申し込み用紙に記入し、直接又は郵送にて、電子メール、ファックスでの
　　応募も受け付ける。
　⑤事務局にて応募用紙を作成後、部会員へ送付する。これについては、部会を開催しての審議は
　　行わない。完成した応募用紙を広報８月号と一緒に配布する。
　⑥次回の会議は、８月２０日（水）午後７時３０分から村民会館会議室にて行うことを決めた。
　　内容は、同窓会について。

意見・要望等
　
・１回で２つのこと済ませることができるので、校名と校章を同時に募集したほうがいいのでは
　ないか。

校名が決まらないと校章をイメ ジすることができないので まずは校名を先に決めたほうが・ イメー いので、ま
　いいと思います。
・校名の中に「木島平」という言葉が入っていたほうがいいと思います。市町村合併になった場
　合に入れておかないと木島平という名前が消えてしまいます。
・村公式ウェブサイトに校名募集を載せると、全国から応募がくるのではないですか。
・候補選定をするのは、この部会なので、その点は心配がないと思います。
・校名を考える際に、木島平の子どもたちへの夢と希望と願いを込めてほしい。

　今日のまとめ

　校名については、募集範囲を限定せず、公募することとした。募集期間を９月末までとし、校名
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